
がんになっても 
 安心して暮らせる街づくり  

     ～堺市二次医療圏の取り組み～ 

『がんになっても安心して暮らせる街づくり』 
 

   きたるべき高齢化社会で求められる、住み慣れた地域で医療・介護を受けられる 
   地域完結型がん医療のあり方を患者、診療所、病院、行政などそれぞれの立場から、 
   討論していただきます。 

座 長 
○堺市医師会 副会長  

 医療法人薫風会 西川クリニック 院長       西川 正治先生 

○堺市立総合医療センター がんセンター長     辻江 正樹先生 

パネリスト 
○患者の立場から     堺市がん患者会 「よりそい」 

○かかりつけ医の立場から 堺市医師会 医療法人太田医院 院長          太田 俊輔先生 

○相談員の立場から   大阪労災病院 緩和ケア認定看護師        松延 さゆり先生 

○行政の立場から 堺市健康医療推進課 健康施策調整･がん対策推進担当参事  梶山 直美先生 

堺市にお住いのみなさん、医療従事者のみなさん 

堺市二次医療圏がん診療ネットワーク協議会 

平成28年3月12日 (土) 14:00～15:30 (13:30開場) 
 

堺市立総合医療センター ホール ※JR阪和線「津久野」駅より徒歩5分 

堺市立総合医療センター がん相談支援センター  

〒593-8304 堺市西区家原寺町1丁1番1号 
TEL 072-272-1199  FAX 0120-002-099 

お問い合せ 

 第１部 講 演 

『地域で完結するがん医療をめざして』 
座長：大阪労災病院  泌尿器科部長           辻畑 正雄先生 

講師：堺市立総合医療センター がんセンター長  辻江 正樹先生 

 第２部 シンポジウム 

 対 象 

 主 催 


